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第 9回 日本気象学会夏期特別セ ミナ ー （若手会夏の 学校）の 報告

第 9 回若手会夏 の 学校実行委員会
＊

　 1．は じめ に

　第 9．　 ［gl日本気象学会夏期特別 セ ミナーは ， 1997年 7

月 18日 （金〉〜 7 月2e日 （日〉，仙台市泉区 の 宮城 県立

泉が岳青年の家に お い て開催 され た ．日程が週宋だ っ

た こ と も あ り社会人 の 方 に も多 く参加 して 頂 くこ とが

で き，参加者数は ユ15名に 達 した，

　 2，開催内容

　今 圓の 夏 の 学校 で は，招待講演，一般講演，ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン の 企画を催した ．

　 1 日目は，昼 すぎか らの 受付 の 後，開校式，招待講

演 ， 懇親会が行な わ れ た．招待講演は 「こ れ か ら の地

球環境を考 え る上 で の 新 しい 視点」とい う趣 旨の もと

に ，次 の 2名の 先生 に 講演 を お 願 い した ．（各90分）

森 山　茂 （日本大学生産工学部）

　 「生 命シ ス テ ム論 と地球環境 の 創成．1

青木周司 （東北大学理学部大気海洋変動観測研究 セ ン

ター）

　 「地球規模に お け る二 酸化炭素の循環と変動に つ い

て 」

　森山先生 は 翫命 と環境 との 関わ り合 い に つ い て 独 自

の 考えを展開し て下さ っ た．青木先生 は炭素循環に つ

い て ど こ まで分か っ て い て何が分か ら ない か ， 最新の

研究方法 も含め て 紹介して 下 さっ た．

　 2 目 目午前中は ， 2会場 に分 け て 次 の 5件の
一

般講

演 が 行 なわれ た ．（各 5 分）

沼 ロ 　敦 （東京大学）

　 「大陸 ス ケ
ー

ル の 水循環
一一

地球 を旅する水を追う」

＊
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　大寺浩史・大和田 有軌 ・小澤淳真 ・木村
一

洋・木村玲二 ・

　黒 鰻 麻里 子 ・斎藤篤思・佐伯田鶴 ・高橋雅人 ・
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　学 理 工 学部地球科学科｝．
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松島　大 （東北大学）

　 「リモ ートセ ン シ ン グ に よ る蒸発散量推定の 可能性
一

地表面温度測定 を 中心 に
一

」

鈴木真
一

（東京大学）

　 「台風 の 通 過 に 対 す る海洋 の 応答」

井出迫義和 ， 井上雄介 ， 岩田総司， 乙津孝之 ， 山形斉

子 （日本気象協会）

　 「天気予報の現場に出現 した新 し い 視点」

徐 健青 （東北大学）

　 「裸地面の熱収支 ・水収支の季節変化及び気候湿潤

度」

　ポ ス タ
ーセ ッ シ ョ ン は 2 日目午後 と 3 日目午前 の 2

回 に分 けて 行われた．あ る程度完成 した研究は も と よ

り，夏 の 学校 とい う場 を生 か し，未完成 の 研究 ・計画

段階 の 研究 で も積極的 に発表 して 下 さるよう発表 申込

み を募 り，発表件数は 28件に の ぼ っ た ．ポ ス タ ー会場

を広め に とっ た こ とが好評 だ っ た ようで あ る，

1998 年 2 月

　 3．おわ りに

　今回 の 夏の 学校 で は，参加者へ の 開催通知 ・参加申

込 み 受 け付けな どの 広報に 関 して は，従来の郵送 で は

な く，基本的に電子 メール で 行な っ た ．
一

部の方は 不

便に感ぜ られた か と思 うが ， 多数の参加者に対す る連

絡処理 の手間が 減 り，実行委員の負担の軽減に な っ た

こ と は事実 で あ る．今後 の 運営 の 参考に なれ ば幸 い で

あ る．

　な お ，1998年度 は筑波大学 の 主催 に よ る開催が予定

さ れ て い る．

　最後に ， 今回の 夏 の学校の開催 に あた っ て は気象学

会 に は資金補助 も含 め大変 お 世話 に な っ た，こ の 場 を

借 りて 厚 く御礼申 し上 げ る次第 で あ る．
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